
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

認

知症サポーター養成講座

津田小学校：「認知症って言葉は聞いたことがあるよ」 

友和小学校の 5 年生 26 人、津田小学校の 5 年生 12

人がそれぞれ認知症について学びました。認知症とい

う言葉を知っている児童がたくさんおり、関心を持っ

て話を聞いてくれました。 

講座では認知症の病気の症状や認知症の人への接し

方について学び、後半は、日常生活で起こる認知症の症

状とその悪い対応を寸劇で見てもらい、認知症の人の

気持ちを考え、どのように接したらいいかを児童の皆

さんに考えてもらいました。 

寸劇のあらすじは… 
おばあちゃんと孫の花ちゃんが買い物に行く
ワンシーン。すぐに忘れてしまうおばあちゃん
にイライラする孫… 

キャラバン・メイトとは 
認知症サポーター養成講座を企画・開催・講師を務める人 

【講座を終えて児童の感想】 

・驚かせたり、急がせたりしないようにしたい。 

・認知症の人の気持ちが理解できた。 

・前の自分はイラっとしたけど、今日の話を聞いて、 

これからは優しく接することができると思う。 

・優しく声をかけてゆっくり相手の気持ちを考えて 

話したい。 

・認知症の人には笑顔で接することが大切。 …etc. 
友和小学校：認知症の人への接し方を一緒に考えました 

キャラバン・メイトです 

佐伯中生徒会 

左）中本心絆さん 
右）栁井紗彩さん 

佐伯中学校生徒会は、今年も

１０月からの赤い羽根共同募金

活動を生徒会が中心になって、

校内放送や朝の登校時の声か

け、文化祭で保護者に呼びかけ

るなど活発に募金活動を行い、

たくさんの募金を集められ、寄付

に来られました。 

募金総額 29,５43円。 
ご協力ありがとうございました。  

廿日市市社会福祉協議会 佐伯事務所 

佐伯ボランティアセンター 

〒738-0222 廿日市市津田４１０９番地 
電話７２―０８６８ ＦＡＸ７２―１００５ 

E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ saiki@hatsupy.jp 
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佐伯地域の福祉情報を皆さんへお知らせします。 
この広報紙は社協会費と赤い羽根共同募金の助成金で発行しています。 

新年あけましておめでとうございます 
旧年中は廿日市市社会福祉協議会の事業にご理解とご協力いただきまして、

厚くお礼申し上げます。 

 本年も職員一同、より一層地域福祉の推進に取り組んで参りますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

廿日市市社会福祉協議会 佐伯事務所 職員一同 

 ふれあいサロンオルゴールでは、浅原地区・友和地区・玖島地区で毎月１回好きな歌を

ピアノの伴奏に合わせて歌っています。 

１２月は、毎年恒例のクリスマス会を行いました。（浅原 12/6・友和 12/13・玖島 12/20） 

鈴を鳴らしながらクリスマスソング６曲を歌い、クリスマスの雰囲気を味わいました。参

加者全員をチーム分けし、チーム対抗玉入れで競いました。時間がある会場では、都道府

県ビンゴを行い、楽しい時間を過ごしました。 

 １月からは歌唱のみになります。初めての方も大歓迎です。新しい年に新しい事を始め

てみませんか。ぜひ会場でお待ちしております。（スケジュールは裏面をご覧ください） 

玖島では 

スペシャル 

ゲスト登場 

友和では 

フラワーアレンジ

メントを差し入れ  

いただきました 

 
佐伯地域両小学校
５年生を対象に 


